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本 GP事業のひとつに, 海外のFDの動向の調査, および FD関連機関との関係の構築がある
が,その一環として2006年 9月21日より9月28日までカナダのケベック州に滞姦し, モン
トリオール市の諸大学を訪問した.本稿では,その報告を行うo
窒 C 間 題 意織





に多く, 人種 ◎民族的に多様な社会を構成している｡移民の数は毎年増え続けており, 異なる
文化や生活習慣との共存が迫られている｡またアメリカと同様に銃社会であり,家庭の7割が
銃を所有している｡このようにアメリカとの共通性がありながら,銃による犯罪の発生率はア
















ル 市 は 万 国 博 覧 会 や オ リン革ック等を連邦政府の援助をほとんど受けずに成功させ , その存在
感を世界に印象づけたoこのようなフランス文化圏に属するというアイデンティティ意識に嚢
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付けられているのであれば, ケ ベ ッ ク 州 に お いてはタ当然ながら高等教育における教育研究も,
ヨ-ロツパのフランス文化 圏 で あ る フ ラ ン ス やベルギ-とのつながりが強いと推測される｡ す
なわちタカナダというアング ロ サ ク ソ ン 文 屠監圏の影響の強n国にありながら,ヲランス文修獲圏
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英語系大学 コ ンヨル デ イ ア太学Ce誓霊灯浅主aUni宣告㍗Si辱 三万入逮 芸術系の大学とクリスチャン系の大学とがi那4年に合併し誕生o現在でもブ街の中心L郊外とに,望つのギヤン`パスを持つo
▽ギル大学 3万人 私立大学から出発o北米でも有数の,教育 ⑳
MC鎧i且且関取豆VeTSiもy 弱 研究の充実した大学⑳
フランス語 モン巨リオ-ル大学 6万Å 仏語による州立大学oフランス語で教育をお
I-i2(巨･=
髄にもモン トリオール市内および市周辺には , ケベック州立大学モン ト リ オ ー ル校























学 教 授 学 習 サ ー ビ ス セ ン タ ー (Centr･eforTeachingand LearningServices,
h紙p:〟もeaching｡ConcoT過i乱Caj)である｡ここでは,センター長であり教育哲学 ◎道徳教育の専門
家である0且ivia鼠ovinescu氏がインタビューに応じてくれたoこのセンターは,5人のスタッ









るプレビンj∴-シ:-3ン能力粧 しセ ミ ナ ･-I(-ThRl,:r血.,-I.i,i.d-I_?)_,.;a:-､i:JI'C･5.:Ji･:j'.Pl_[･es紺.･混-_i.tT_l.Skms)には毎回多
くの教授の参加 があ るO 教 授 た ち は 毎 分 の 教えている内容については指導を受けることに反発
を感じるが, 講 義 ス キ ル の 習 得 に 関 し て は 抵抗なく関心が高いということであるらしいoまた
このワ-クショ ッ プ は , 大 変 受 容 的 な 雰 囲 気 でおこなわれるのも, 人気の秘密というo
TAのワ-クショッ プ に は , 毎 回 80 名 ほ どの参加者が見られ ,非常に人気がある｡初心者
は由らのスキルを向上させる 意 識 が 高 い が ,教授陣の意識は低いという傾向が鬼られるという｡
塾に-l:こIL'tJr=,I-,芝r個別:-t]:･j-骨錐テ-:--:ミ{,?I-_;:if,;I
希望のあった教員に個別的におこな う, コ ンサ ル テ ㌻ シ ョン も実施している.種類としては






成長の隠喰である植物のイメ-ジで美しく装飾された センタ-のWebサイトは,内容 的 に も
非常に充実しており,授業改善のちょっとしたコツや , 評価情報解釈の留意点などの 情 報 の 掲
戟,また書籍紹介,リンクなどのぺ-ジからなるoこ れ らの大部労のものは外部か ら も ア ク セ
lJ7:.可能で･蘇るo餌,tLJP･:_･t.;tefaC由来甘･1cc･.:t且{T｡:rrj:_Li乳扉
針ご-.rトI-･重くt.授業評細
授業評価は,守-タシ-卜方式で無記名で行われる O プオ-マットは非常勤講師 用 が 且 つ ,
常勤●講師周が学部別で 冒種類 あ りタ次の W e髄 サ イ トか ら入 手 可 能 で あ る o
h洗p:鵜eacぬing｡COnCOT過ia｡Caleva且uaも亙on/foTmS｡甑もm且
結果は,学部の平均と個人の平均の分布で示されブ イ - ドバッタされる.教員は 各 馴 こ 割 り
当てられたペ-ジから自分の評価を閲覧できるoWe鮎 上に解釈の仕方,解釈のため の コ ン サ ル
チ-ション情報が掲載されている｡この授業評価の項 目 構成の特徴は,授業評価 の 点 数 が 高 n
ことが即ち良いとは限らないという作りになっている ことであるoしたがって解 釈 の 場 合 も タ
平均点をとったりという情報集約の操鰐はなく,あ く までもその授業の特徴を記述 す る た め の
観点であるという姿勢であり,一つ一つの項目ごと に 解釈がされることとなる｡
このセンタ-ではティ-テンダ◎ポ-トフがづオ (Teaeぬ息ngEBoss息eT)の侍成支 援 に も 特 に
力を入れているo由分が提供する教育の内容を,教 育 学的な周語や概念を用いて詳 し く 記 述 す




時 徴 的 な 点として,このセンターの Å組Ⅴ亙soTyCommi統麿eが 2年年限で教育担当副学長か
ら任命されるということがある｡
少数精鋭で賃の高いサービスを提供しているにも関わらず,艶o v i弧 e S C u 民 が 言 う に は , 学内
の中であまり存在を認知されていないというoセンターの課題は タ セ ン タ ー の主 催 す る セ ミナ






喜 三 三 二:I-=二は-≡享牽き~iI:-_二宍 ÷∴妄-:_//I--二三二三二二三;-二~-__I/_-"三三-II-_三=二二I:_:_千二∴ 三二
iFl･:I_:_s e Iig li-i.三 ご こ r= 二::こ ≡ ･こ 1= 壬Ii･:二･3.hJl-i,･=:○エコー≡ミ三,-l:;:-/i:17:.;.I-;I:.,I:i-]･1.:;-j･､霊f3･･S:こIrl〇:-.i-i:･三･.1;A:.iJ正二､であi!;:,,7,.タップの
-一一 人 で あ る 二 三a1-ie 三 三.yI:i-Lここ I.-i(ここC:i,･il二二二三七.:_,:I_ユ･3:ies三,J=i-王ItgS∴J:ヾ応対してくれた｡
こ の セ ン タ - は 且999 年 に,｢教育におけるインタ-ネッ藩の利用サボ-机 のプロジェクト
からスタ-トし た も の であるo当初はスタッフ数が 3人しかいなかったそうであるが,現在は
センター晶を含む6人の常勤スタッフ,且人の非常勤スタッフタ5人の非常勤技術員夕後入の助
教授,その他各学部から推薦された3人の協力教員がおり,非常に充実した組織となっている｡
スタッ フの主 たる仕事は,コ-ディネ- 巨と瓦CWの技術支援であるO予算面は少額ではあるが,
一 定 額 の 予 算 が安定して大学から支給されるためタ活動の計画が立てやすいというo





















































は ｢改変当時は苦しい時代であったが, 改組が効果を奏した今となっては, あれで良かったの
だと思う｣とのことであった.現在のセンタ-ではセンタ-最のみが教授であり, 教育学部と
兼任しているoあとのスタッフは教員ではないが, 教 育 や そ の 近 接 館 野 の 専 門 家 で あ る｡博士
号取得者が多く,中には他大学の教員から,この セ ン タ ー の ス タ ッ フ と し て 盈 勤 し て きた入府
もいるoこのように,スタッフといっても,日本の場 合 よ り ず っ と 研 究 職 的 な 色 彩 が 強 い o
現センターはサービスセンタ-としての要素だけでは な く , 研 究 所 と し て の 側 面 も 強 く持ち
合わせているOスタッフによる教授学習に関する学会発表や,論文,書籍などの執筆も多数に
のぼるoまた教育学部 との つ な が りも強 い.センタ-には,将来野EBを専門とすることを希望




望006年度には且且のワークショップを開催している.特徴的なのは,大学 内のセ ンタ ｢ 外 の
スタ ッフや教員を活周してい る こ と (もe盈地主ng盈WaT通Sの多い教員,図書館 司書 や 障 害 者 のあ
る 学 生 に対応するスタッフなど適である｡
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要請があった場合に行われるo 授 業 観 察 , 学 生 からの情報などをもとにO授業者が相談した














しても, 教員からのイメ-ジに対しても,ひとつの分かりやすい方向性を奪え て い る o 教員は
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今回の訪問において印象的であった の は , い ず れ の 機 関においても専任のアカデミックスタ
ッフはなく,すべてノンアカデミック ス タ ッ フ で あ っ たということである.もちろん,こうし
たスタッフは, 日本の事務職よりもずっと 専 門 性 が 強 く,また教員職との相互盈勤もありうる
ものである｡しかしながら,基本的に授業は担当せず 臓 らは教育をおこなわず),教員のサボ
-トをするという役割である｡
このような体制は,北米の教授学習センタ-に共通することであり, 他 にもそれを モ デ ル に
してセンタ-を組み立てた,韓国や香港などにおいても同様である｡日本のようにタ こ の 種 の
センタ-が教員によって組織されているというところのほうが, 例外である｡
今回訪問したそれぞれのセンタ-に, 日本の (とりわけ京都 大 学 の )センタ-の組織のあり







































た, 訪問者 (筆者)が臨床心理学を専門とすることをきいて,｢カナダでは, 大学の行政に関わ
るのは心理学者が多い｣と言っていた.野D という大きな事業を起こして予算をつけて, ブル
ド-ザ-約に変えていくのではなく,既存の組織に草の根的に働きかけ, また, 働きかける方
略を心理学的に工夫する中で,モントリオール大学やマギルなどでは,結果的に大学の組織に
うまく溶け込んだセンターとなっているようであったo
アメリカ型のFDセンターが多く参照される中夕今回のケベック州訪問は,それを相対化し,
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日本の野EBのあり方の進むべき方向性を模索していくうえでタ以上のような有効な情報と観点
を奪えてiれるものであったo今後も,今回訪問した諸センタ-との交流を保ちつつ,複眼的
な視点で,日本の相互研修型野EBのあり方に関してタ検討していく予定習ある｡
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